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二
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二

一
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衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
国
鉄
阪
和
線
の
輸
送
力
改
善
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 内

閣
衆
質
八
〇
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二
一
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内
閣
総
理
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臣 

福 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
国
鉄
阪
和
線
の
輸
送
力
改
善
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

国
鉄
に
お
い
て
、
計
画
中
の
汚
物
処
理
設
備
は
、
活
性
汚
泥
法
に
よ
り
、
一
日
当
た
り
約
七
十
五
立
方
メ
ー

ト
ル
の
処
理
能
力
を
有
し
、
ま
た
、
放
流
時
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
濃
度
は
、
大
阪
府
条
例
で
定
め
ら
れ
た
排
出
基
準
三

十
ｐ
ｐ
ｍ
に
対
し
十
ｐ
ｐ
ｍ
を
目
標
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

河
川
等
周
辺
公
共
用
水
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
事
前
評
価
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
、
ま
た
、
臭
気
に
関
し
て
も
、
汚
物
処
理
設
備
を
建
物
内
に
設
備
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
周
辺
の

住
民
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
計
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

2 

危
険
品
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
臨
時
修
繕
用
と
し
て
酸
素
ボ
ン
ベ
及
び
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
数
本
を
収

容
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
設
置
に
当
た
つ
て
は
、
消
防
法
令
及
び
高
圧
ガ
ス
取
締
法
令
に
適
合
さ 



二
に
つ
い
て 

1 

岩
石
の
採
取
に
つ
い
て
は
、
採
石
法
に
基
づ
く
規
制
が
な
さ
れ
、
採
石
業
者
は
岩
石
の
採
取
に
伴
う
災
害 

4 

車
両
基
地
が
完
成
し
た
場
合
、
国
鉄
は
車
両
の
出
入
庫
を
四
時
五
十
五
分
か
ら
零
時
十
五
分
ま
で
の
間
に

予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
お
け
る
車
両
の
出
入
庫
に
伴
う
車
両
走
行
音
は
、
基
地
の
境
界
に
お
い
て
五

十
三
ホ
ン
か
ら
六
十
五
ホ
ン
程
度
、
基
地
の
境
界
線
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
四
十
四
ホ
ン

か
ら
五
十
八
ホ
ン
程
度
と
予
想
さ
れ
る
。 

3 

排
出
水
処
理
設
備
の
設
置
に
当
た
つ
て
は
、
設
備
の
処
理
能
力
等
に
十
分
な
配
慮
を
行
い
、
未
処
理
液
が

基
地
外
に
流
出
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
措
置
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

せ
る
こ
と
に
よ
り
危
険
の
防
止
を
図
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
基
地
の
境
界
線
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
地
域
に
車
両
走
行
音
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

2 

土
砂
の
搬
出
に
つ
い
て
は
、
土
砂
運
搬
車
の
休
日
に
お
け
る
運
行
の
休
止
及
び
登
校
時
間
帯
に
お
け
る
運

行
の
回
避
、
関
係
交
通
法
規
の
遵
守
、
交
通
整
理
員
及
び
踏
切
監
視
員
の
必
要
箇
所
へ
の
配
置
、
散
水
車
に

よ
る
防
塵
等
の
対
策
を
講
ず
る
ほ
か
、
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、
危
険
等
の
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

の
防
止
等
の
た
め
採
取
計
画
の
認
可
を
受
け
、
そ
の
採
取
計
画
に
従
つ
て
岩
石
の
採
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
御
質
問
の
岩
石
採
取
場
に
お
け
る
岩
石
の
採
取
に
係
る
採
取
計
画
に
お
い
て

は
、
土
地
の
崩
壊
の
防
止
、
沈
で
ん
池
の
設
置
等
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
採
取
計
画
に
従
つ
て
採
取
が
行
わ
れ
る
よ
う
監
督
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
廃
土
及
び
廃
石
に
つ
い
て
は
、
採
石
業
者
が
、
採
取
計
画
に
従
つ
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
な
る
。 

五 

 



2
(1) 

踏
切
道
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
踏
切
道
を
調
査
し
、
関
係
各
府
県
の
踏
切
道
改
善
促

進
協
議
会
に
お
い
て
協
議
の
上
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
踏
切
警
報
機
及
び
踏
切
遮し

や

断
機
の
設
置
、

踏
切
道
の
拡
幅
及
び
整
理
統
廃
合
、
交
通
規
制
等
必
要
な
措
置
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

1 
貨
物
駅
の
集
約
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
国
鉄
に
お
い
て
、
貨
物
の
取
扱
量
、
統
合
駅
ま
で
の
距
離
、
道

路
事
情
そ
の
他
地
理
的
・
経
済
的
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
て
計
画
し
、
実
施
し
て
き
て
い
る
。
阪
和
線
の

貨
物
取
扱
駅
に
つ
い
て
も
、
現
在
国
鉄
に
お
い
て
、
貨
物
の
取
扱
い
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
、
廃
止
す
る
場

合
は
そ
の
時
期
を
い
つ
に
す
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。 

(2) 

百
舌
鳥
駅
南
一
番
踏
切
道
、
東
貝
塚
駅
南
一
番
踏
切
道
、
和
泉
橋
本
駅
北
一
番
踏
切
道
、
新
家
駅
北
一

番
踏
切
道
及
び
新
家
駅
南
一
番
踏
切
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
と
道
路
管
理
者
と
が
協
議
し
て
検
討

す
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

東
貝
塚
駅
南
二
番
踏
切
道
の
踏
切
警
報
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
計
画
は
な
い
と 

六 

 



3
(1) 

現
在
、
国
鉄
に
お
い
て
は
、
阪
和
線
の
混
雑
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
車
両
の
増
結
等
輸
送
力
の
増
強
を

検
討
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
ホ
ー
ム
の
延
長
等
に
つ
い
て
も
同
時
に
検
討
を
行
つ
て
い
る
が
、
駅
舎
の

改
築
に
つ
い
て
は
、
当
面
計
画
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

(3) 

輸
送
力
増
強
に
伴
う
阪
和
線
の
分
岐
器
の
交
換
等
に
つ
い
て
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
七
十
二
組
の
う
ち
、

三
十
七
組
が
既
に
完
了
し
て
お
り
、
残
り
の
三
十
五
組
に
つ
い
て
も
、
二
、
三
年
中
に
完
了
す
る
意
向
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
美
章
園
駅
―
杉
本
町
駅
間
の
各
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
元
と
協
議
中
の
高
架
化
工
事
に
併
せ

て
駅
舎
の
改
築
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

聞
い
て
い
る
。 

ま

た
、
和
泉
橋
本
駅
北
二
番
踏
切
道
の
踏
切
遮し

や

断
機
の
設
置
及
び
新
家
駅
北
一
番
踏
切
道
の
踏
切
警
報

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
計
画
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

七 

 



4
(1) 

駅
周
辺
に
お
け
る
自
転
車
置
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
国
鉄
の

業
務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で
、
国
鉄
用
地
の
有
償
提
供
を
行
う
よ
う
国
鉄
を
指
導
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

(3) 

津
久
野
駅
、
富
木
駅
、
和
泉
府
中
駅
及
び
東
岸
和
田
駅
に
新
た
な
改
札
口
を
設
置
す
る
計
画
並
び
に
鳳

駅
の
西
改
札
口
を
拡
充
す
る
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

(2) 

百
舌
鳥
駅
の
下
り
線
ホ
ー
ム
の
上
屋
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画
中
で
あ
り
、
ま
た
、
北
信
太
駅

に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画
中
の
ホ
ー
ム
の
拡
幅
に
関
連
し
て
上
屋
の
延
長
も
検
討
す
る
意
向
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。 

な
お
、
天
王
寺
駅
の
阪
和
線
の
ホ
ー
ム
の
延
長
及
び
熊
取
駅
の
ホ
ー
ム
の
上
屋
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
阪
和
線
の
需
要
動
向
等
を
勘
案
し
、
混
雑
緩
和
対
策
等
の
一
環
と
し
て
検
討
す
る
意
向
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。 

八 

 



6 

津
久
野
駅
の
ホ
ー
ム
の
南
端
の
下
を
通
る
ガ
ー
ド
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
計
画
は
な
い
と
聞
い 

5 

上
野
芝
駅
に
つ
い
て
は
、
橋
上
化
に
併
せ
て
、
身
体
障
害
者
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、

安
全
手
す
り
等
の
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

(2) 

堺
市
駅
、
津
久
野
駅
及
び
鳳
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大
阪
府
、
堺
市
、
警
察
、
国
鉄
及
び
私
鉄
か
ら

成
る
堺
市
内
駅
前
広
場
自
転
車
等
駐
車
場
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
自
転
車
置
場
の
設
置
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
日
根
野
駅
に
つ
い
て
は
、
橋
上
化
の
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

百
舌
鳥
駅
、
富
木
駅
、
東
岸
和
田
駅
及
び
和
泉
橋
本
駅
に
つ
い
て
は
、
駅
構
内
が
狭
あ
い
で
あ
り
、
国

鉄
用
地
を
自
転
車
置
場
に
利
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

熊
取
駅
に
つ
い
て
は
、
同
駅
周
近
の
再
開
発
事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
自
転
車
置
場
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

九 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

御
質
問
の
う
ち
、
国
鉄
職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
の
労
使
間
の
交
渉
を
待
つ
べ
き
事
項
で
あ
る

と
考
え
る
。 

現
在
、
国
鉄
に
お
い
て
、
新
大
阪
駅
―
長
吉
付
近
に
つ
き
、
道
路
及
び
河
川
と
の
交
差
、
連
続
立
体
交
差
化

等
に
関
し
、
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
沿
線
の
各
市
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

て
い
る
。 

和
泉
府
中
駅
南
二
番
踏
切
道
付
近
の
線
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
の
泥
上
げ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
接
続
す

る
和
泉
市
の
排
水
溝
の
泥
上
げ
と
併
せ
て
施
行
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

鳳
診
療
所
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
に
お
い
て
は
、
そ
の
考
え
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

和
泉
府
中
駅
の
旅
客
用
便
所
の
外
部
利
用
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

一
〇 

 



 

一
一 

な
お
、
長
吉
付
近
か
ら
阪
和
線
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト
の
選
定
を
含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




